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はやぶさ運用支援可視化ツール HARMONICS（HAyabusa Remote MONItoring and 

Commanding System）の主な機能には、任意の時間における探査機の位置、姿勢、

高度（距離）、注視点の緯度、経度の表示や、シミュレーション撮像、探査機軌

道の可視化、時系列アニメーション表示がある。また、様々なプラットフォー

ム(Windows、Mac、Linux)で動作可能となっている。 

 

概要 

1. カーネルの読み込み 
カーネルとは SPICE（※1）で定められている、時間、探査機や天体の軌道、小

惑星の形状、観測機器の諸元などが定義されたファイルである。 

 

最初に、Kernel ウインドウで、必要な

カーネルを読み込み、登録を行う。 

ファイルを読み込むと自動的に、定義

されている天体や座標系を検出しリス

トアップされる。 

 

 

 

 

 

2. メインウインドウ 
左側は各パラメータを表示するテ

キストビュー、右側の「Camera View」

は AMICA (Asteroid Multi-band 

Imaging CAmera)の視野、または任

意視点での表示。 

 

テキストビューの表示項目は、上か

ら、時間（UTC（※2））、探査機時間、

光軸点が小惑星を捉えているか（1 

or 0）、注視するポリゴンの ID、小

惑星表面における注視点の座標、探査機の高度、注視点から小惑星重心までの

距離、（太陽位相角、入射角、出射角）、J2000（※3）における探査機の位置、

J2000 における探査機の姿勢、画像座標系でのマウスポインタの座標、画心の座

標、画心からポインタまでのオフセット、画心から自転軸までの長さ。 



また、下段にあるボタンで、以下のような画像の表示切替ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意視点からの表示 

黄線と青線は、それぞれ太陽方向、地球方向を指す。 

緑線は探査機の視線方向、白枠は AMICA の視野。 

 

 

各画像は、24bit バイナリ形式で保存できる。 

 

3. 探査機軌道・姿勢の手動入力 
入力項目は上から、 

・Time 

UTC、ユリウス日（※4）、探査

機時間のいずれかでの時間指

定 

 

・S/C Position（Spacecraft 

Position: 探査機位置） 

探査機の位置（デカルト座標）

と座標系の指定 

・S/C Attitude（Spacecraft Attitude: 探査機姿勢） 

探査機の姿勢（四元数）と座標系の指定。”Target”ボタンを押すと、自動で小惑星

指向になるような姿勢を計算 

 

（※1）SPICE： Spacecraft Planet Instrument C-matrix Events の略。NAIF（Navigation and Ancillary Information 

Facility）が開発した探査機の幾何情報、時間、イベントなどを扱えるツール群。 

（※2）UTC：（Coordinated Universal Time: 協定世界時）の略。全世界で時刻を記録する際に使われる公式時刻 

（※3）J2000： 西暦 2000 年の春分点方向を+X 軸、地球赤道面を X-Y 平面にとった座標系 

（※4）ユリウス日： 紀元前 4713 年 1 月 1 日正午からの日数 

Hapke 式によ

る 

レンダリング 
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入射角分布 

 
出射角分布 
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